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総会情報  
 

６月２６日市役所５階大会議室にて平成１５年度通常総会が開かれ

ました。本年度は理事、監事、支部長の役員、代議員合計６３名の定

数ですが、３６名の方が出席され開催されました。 

危機管理対策室から島課長、納条係長、大山、柴崎事務局担当の各氏

が出席され、島課長からご祝辞を頂きました。 

 

議題は 

  １：役員承認の件 

  ２：会員証発行の件 

  ３：１４年度事業報告 

  ４：１５年度事業計画 

  ５：コンテスト支部対抗実施 （危機管理室長賞開設） 

 

平成１４年度事業報告 

  ７月 ３日  役員会 市役所５階大会議室 

  ７月３１日  総会 市役所５階大会議室 

  ８月 ７日  理事会  

  ８月23～25日 防災フエア－ 山下公園 都筑区支部担当 

  ８月２５日  オ－ル横浜コンテスト 

  ９月 １日  防災訓練 本部会場    磯子支部担当 

 １０月３１日  理事会  

１１月１２日  理事会  

 １２月１８日  コンテスト表彰式 横浜防災センタ－ 

１５年３月１日  会報創刊号発行 

  ３月１６日  第１回支部長会開催 十日市場地区センタ－ 

 

平成１５年度事業計画 

  ６月１９日  理事会  

  ６月２６日  総会 市役所５階大会議室 

  ８月 １日  会報２号発行 

８月23~24日 防災フエア－ 山下公園 鶴見区支部担当 

  ８月３１日  オ－ル横浜コンテスト 

  ９月 １日  防災訓練 本部会場  金沢支部担当 

１１月     コンテスト表彰式 横浜防災センタ－   

１６年２月２８日 会報３号発行 

 会員証 

事務局で、新形式の会員証の作成準備が進められていましたが、諸般

の事情によりできなくなりました。会員証は、市の委嘱状に代えるも

のであり、また非常時に区役所に入る通行証でもあります。そして協

力会の発行義務であるので独自制作も考慮していますが、再度市に対

し折衝を行うなど、早期発行に向けて懸命に検討を進めています。 

１５年度防災訓練のメイン会場は、金沢区で！！ 

本年９月１日に実施される横浜市主催の防災訓練メイン会場は金沢

区で実施されることが決まりました。「ＪＡ１ＨＱＨ 安田和彦金沢

区支部長以下、支部会員の皆さんご苦労様です。 

編集部では第３号会報に、金沢区支部の活躍ぶりを特集でご紹介する

予定でいます。ご期待を乞う。」 

 

支部対抗に危機管理対策室長賞！！ 

第５５回 オ－ル横浜コンテスト   

８月３１日オ－ル横浜コンテストが行われますが５５回を記念して、本年

より協力会支部対抗部門が新設され、上位３位まで横浜市総務局危機管理

対策室長賞が授与されることになりました。 

尚、地域クラブと支部対抗に重複参加は出来ないのでご注意下さい。 

 

防災フエアー 本年は鶴見区支部が担当！！ 

横浜市とラジオ日本共催の本年度防災フエアは８月２３，２４日に例年通

り山下公園にて開催されます。協力会の事業として本年も参加をします

が、中心となって活躍をして下さる支部を募ったところ、堀川鶴見区支部

長から担当したい旨発言があり、満場一致で御願いすることになりまし

た。当日はハムフェアと重なっていますが、鶴見区以外の方々も、ぜひ足

を運んで下さい。 

会規約見直し 

事業報告の質疑応答で、その他必要な会議として会規約に明記のない理事

会、支部長会を開催しているが、会の運営上、会規約を現状に合わせ改定

の必要があるのではとの意見がありました。 

議長は、会規約の見直し時期でもあり、この件は会長の責任で処理したい

との発言があり、満場一致で承認されました。 

総会後早速、あらゆる角度から会則の見直しを行い、次年度総会に提案す

べく、西山会長より協力会規約改定委員会の辞令が交付されました。 

座長に斉藤副会長、委員に佐野、宮川、宇田川各支部長が指名され、前記

委員推薦による新委員３名を加え７名にて進められる予定です。 

 

新役員の顔ぶれ 

役員人事は、会規約第１０条３項、理事定員を１０名程度と増員する事に

変更され、理事会提案通り承認されました。 

 

会 長   西山藤一郎  ＪＡ１ＯＢＹ  

副会長   森本 邦彦  ＪＡ１ＣＧＣ  総務庶務担当 

同     齋藤 文三  ＪＲ１ＮＶＷ  広報会報担当 

理 事   佐藤 勝廣  ＪＡ１ＧＴＺ  コンテスト担当 

同     江成 晃   ＪＭ１ＮＤＣ  支部長会担当 

同     中澤 裕一  ＪＩ１ＪＵＸ  広報会報担当 

同     片山 晋   ＪＡ１ＸＬＵ  広報会報担当 

同     渡辺 潤   ＪＧ１ＧＱＨ  支部長会担当 

同     林田 利夫  ＪＥ１ＶＴＬ  支部長会担当 

同     川端 正司  ＪＦ１ＸＢＱ  総務庶務担当 

監 事   薄井 啓一  ＪＡ１ＪＦＴ 

同     鈴木 政夫  ＪＡ１ＢＯＡ 

顧 問   野村 五郎  ＪＡ１ＡＸ 

同     早川 勲   ＪＡ１ＢＬＮ 

 

新しい人事が決まり、本部は理事会、支部長会を臨機応変に開催し諸事案

を機敏に処理して行きたいと存じます。また広報からは会報、メ－ル等を

通して本部、支部の情報を迅速に送るつもりです。会員各位のご協力を御

願いいたします。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑区 新支部長 鈴木智夫さん ＪＡ１ＵＶＳ 

当、緑支部は旧緑区が１９９４年１１月       

の行政区再編成により都筑区、青葉区、緑区

と分割された際、都筑支部、青葉支部の新設

と共に再編継続されました。 

このようないきさつから都筑支部、青葉支部

は兄弟のようなもので、これからも協力し合

って行きたいと思います。 

         しかし、当緑支部の活動はアマチュア無線

非常通信協力ボランティアが主体ということや近年における携帯電

話の普及等に起因するアマチュア無線愛好家人口の減少等により各

支部同様、若年層支部員の獲得に苦慮しております。 

よって、緑支部の更なる活性化を図るためにはボランティア主体 

の活動を遵守しつつ新しいアイディアを少しずつ取り入れる必要 

があると考えております。 

具体的な施策としては ①緑支部活動（非常通信訓練活動等）を 

ＰＲすることにより区民に対する認識の高揚を図る。 ②ボラン 

ティア活動とレクレーション活動を効果的にミックスすること 

により支部活動の魅力度向上を図る。  

③定期的なミーティング、ロールコール等の徹底による支部内組 

織の結束強化を図る。等が考えられます。私自身も仕事を持って 

いますが、時間の許す限り、協力会、緑区役所、近隣支部等との 

連携をとりながら、緑支部員と一体となり、この緑支部を今まで 

以上に元気のある支部に育てて行く所存であります。皆様方のご 

協力をよろしく御願いします。（写真は、鈴木新支部長） 

                              

保土ヶ谷区新支部長 太田 稔さん ＪＫ１ＤＲＷ 

 

「地域住民や消防団と協力し合って活動して行きたいと思っていま

す」 

とのコメントを頂きました。 

保土ヶ谷支部の皆さん、新支部長の太田さんを支えて是非頑張って 

下さい。 

 

地域クラブ情報 鶴見区支部   

ＪＡＲＬ横浜鶴見クラブ    ＪＡ１ＹＪＹ 

会長 ＪＡ１ＪＦＴ 薄井啓一 （本部 監事） 

会員 約１５名  創立 約３５年前 

 

クラブはおよそ３５年前ＪＡ１ＡＩ稲葉ＯＭが中心になって設立された

そうです。当時皆さんは、中学、高校時代で、６ｍ＆ダウンコンテストは

三ツ池公園で、フイ－ルドデ－コンテストは山中湖周辺で設立以来欠かさ

ず毎年挑戦してきたそうです。本年の三ツ池公園移動は、夜間帯ちょっぴ

り涼しい感じでしたが、設営が終わると早速ＡＣ変調も掛かり、話上手な

会長を中心に、大変な盛り上りでした。今年は、約１０人程のメンバ－参

加で６ｍオンリ－。２１時きっかりに早速コンテスト開始、マイクを握る

人、パソコンに打ち込む人、連携はピッタリでした。さて、既報の通り本

年の防災フエア中心支部は鶴見支部が引き受けて下さることになりまし 

           た。非常通信協力会鶴見区支部の行事は、鶴見 

クラブが支部と一体となって、堀川支部長を盛り 

         立てて活動しているそうです。 

 

           ＜－写真左、堀川支部長     

           写真下、左、薄井会長 

           

 

 

支 部 長 会 開 催 

左から栄区 宇田川支部

長、西区 千石支部長、旭

区 福田支部長代理、金沢

区 安田支部長、都筑区 

斉藤支部長、磯子区 片山

支部長代理、緑区 江成支

部長、泉区 川畑支部長、

港南区 佐野支部長、 

神奈川区 安藤支部長、 

戸塚区 渡辺支部長  

 

３月１６日十日市場地区センタ－で第一回支部長会が開催され、

１１支部から参加された各支部長さんから熱心な意見が交わされ

ました。冒頭支部長会開催の是非について、一部の支部から異論

が出され、全体時間の半分以上を費し、重要議題は次回に持ち越

された感がありました。協力会の役割は、当初の行政通信の補間

から、現在は各区内の地域との通信に移り区単位の活動が中心に

なっています。このため支部間の情報交換は従来以上に大切にな

ってきました。本来支部長と理事とで構成する役員会で意見交換

すれば良いのですが、役員会の開催は会議場の確保と事務局立会

などの制約があり、会議時間も短時間で、実のある会議が出来ま

せんでした。それが支部間の疎遠につながり支部間の格差を生じ

たとの反省から、身軽に開催できる支部長会が理事会で承認され  

 

 

開催されました。大きな会議場での、会議とは違い、各支部長さんに

親近感が増し大変有意義な会でした。各支部の牽引車でもあるリ－ダ

－の、白熱した意見を拝聴しアマチュア無線の地域への貢献を真剣に

考えておられ参考になりました。討論の末、今後の支部長会の性格は、

会長の求めに応じて審議したり答申したりするものではなく、親睦、

意見交換、情報交換のみにするよう要望がありました。 

開催会場は各支部持ち回りとし、次回は神奈川区を開催地とし、７月

２７日１３時より神奈川県サポ－トセンタ－で開催されることになり

ました。尚、６月２６日の総会で、一部の支部から重ねて支部長会の

開催反対意見が出たため、会規約見直しの予定もあるので当面は会の

事業ではなく、会長召集による支部長会として随意開催にする事にな

りました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

中区支部 

 中区支部は、しばらくの間活動を休止しておりましたが、２００１年１０月から活動を再開しました。 

再開開始から毎月第一土曜日の２１時から会員相互のオンエアミーティングを１４５．２０ＭＨｚで行っております。 

２００２年９月１日に行われた中区の防災訓練にも参加しました。 

今後は、会員数が少ないので会員を増やして体制を整え、活躍したいと思っています。 

中区支部 支部長 ＪＥ１ＥＳＮ 佐藤 通雄           

港北区支部 

 港北支部は、現在の会員数４３名（他に４名の入会予定者あり）で活動を行っています。現在の会員はいずれも支部活動に一団となって積極的

に参加し、運営を行っています。 

 一昨年より港北区内２８ケ所の小中学校に設けられている「震災時避難場所」にアマチュア無線機器一式（無線機・ＡＮＴ・同軸ケーブル・定

電圧・伸縮ポール等）が配置され、区役所本部との通信がより確かなものとなりました。 

以上の設備拡充に伴い、港北支部は以下のような活動を主に行っています。 

① ９月１日「港北区総合防災訓練」参加協力。 

・ 行政機関（区役所・消防・水道局）及び各地元町内会が参加し、区役所本部と各避難場所との配備機器を使用した情報受伝達訓練。 

② 各地域避難場所独自に行われる「地域防災訓練」への参加協力。 

・ 地元運営委員会から区役所担当者への派遣要請を受け、区役所と支部で調整を行い、参加しています。（今年度は、①以外に１９ケ所に

参加） 

・ 訓練会場では、地元住民に対して「情報受伝達通信」のデモ、設備の取扱い説明、アマチュア無線資格所有者等への協力会参加の勧誘。 

③ 他に区役所担当者と常に連絡を取り合い、災害発生時に行政との円滑な活動が行えるよう努力しています。 

今後の課題としては、「地域避難場所」に対して現在の会員数では不足しており、なおかつ、現会員の担当地域（居住地域）に偏りがあるため、今

後、各地域に最低５～６名の会員を配置できるよう、名前だけの幽霊会員ではない、積極的に協力をしてくれる人材を募集していきたいと努力し

ています。 

港北区支部 支部長 ＪＭ１ＢＰＧ 浅利信蔵 

港南区支部                              港南区避難拠点地図の配布 

 ２００２年４月～２００２年１２月         ２０局参加 

1. ２００２年度 港南区地域防災訓練参加   ３．港南区支部 ＳＳＴＶ勉強会実施 

２００２／８／３１～２００２／１１／１６   ２００２／５／１ 

音声、ＳＳＴＶ通信訓練実施          ２０局参加 

各避難拠点の備蓄倉庫に常備のアンテナ   ４．ＪＲ１ＹＷＩ指定事項変更 

セットの確認     Ｆ２，Ｆ５を追加 １４４，４３０， 

全訓練拠点に参加 ３１拠点          １２００Ｍｈｚ 

参加支部員数 ５９局           ５．支部ホームページ運用開始 

延べ参加支部員数 １２４局          ２００２／８／１１ 

ＳＳＴＶ訓練実施拠点 ２２拠点        支部員間の情報の共有 

２．２００２年度 港南区区民まつりに参加             

  ２００２／１０／２７              

  音声、ＳＳＴＶ通信訓練実施              

  市、危機管理室所有の防災関係パネルの展示                

               港南区支部 支部長 ＪＡ３ＣＢＳ 佐野 和義                  

金沢区支部 

 

本年度総会にて下記のように役員が決まりました。 

今まで活動が停滞していましたが、新役員少しでも

前に進ませようと思いますのでご支援、ご指導宜し

くお願いいたします。 

 

支部長  安田和彦（JA1HQH）「渉外も兼務」 

 

  会計   田島康夫 （JJ1SDJ） 

  監査   綾部 正  （JK1JTA） 

  広報   金子 肇 （JJ1BOG） 

  渉外   日暮正夫 （JA1SAP） 「副支部長」 

  総務   山崎和実 （JF1XGH） 

 

金沢区 支部長  ＪＡ１ＨＱＨ 安田和彦 

都筑区支部 

都筑区支部は、平成６年発足以来一貫して区役所と避難所との非常通信網の確立に勤めてきました。 ハード的には1200ＭＨｚハンデー機、八木

アンテナ、同軸、ポール、三脚等一式および145/430MHz用のGP、同軸、ＤＣ電源を各防災拠点の備蓄庫に配備しました。 

これにより、災害時最低限 1200ＭＨｚでの交信が出来、会員持参の無線機を利用しても交信が出来るようになっています。 区役所には

145/430/1200MHz専用機各２台あり、３波同時に交信出来るようにしてあります。 尚、２５カ所の各防災拠点は、全てクラブ局となっていて、

会員全てが構成員であるため、局免許が無くとも運用が出来るようにしてあります。 訓練は、防災拠点毎の訓練が実施された場合、拠点責任者を

中心に数名単位で参加しています。 防災拠点運営委員他関係者にアマチュア無線を理解していただくためのパンフレットを作成しました。 

通信費は、総会や訓練時の全員に通知する年数回の郵便物は、区役所に負担していただいていますが、その他の連絡費用として、会員からも通信

費年６００円納入していただいています。 また、9/1 に実施される区主催の総合防災訓練には、出来るだけ多くの参加を目指して会員全員に文

書にて通知しています。 参加率は30から40％です。 なお、当日は２５箇所の防災拠点にて訓練を兼ねて無線機の一斉点検、を実施していま

す。 会員の交信術訓練のため、区内の中央公園にて３ヶ月毎移動運用、他にも地域クラブと共催で野外運用を年一回実施しています。 親睦を深

めるため、総会、訓練終了後懇親会を、また忘年会を実施しています。 区と支部が密接な連携がとれるよう、協定を結び都筑区災害対策連絡協議

会の委員にもなっています。 災害時会員が混乱しないように、災害時行動基準というマニュアルも作りました。 現在会員数は約１２０名ですが、

災害時にはその一部の会員しか参加出来ないものと推定しています。 従って、各拠点に数名づつ派遣出来るよう約２００名の会員登録を目指し

て頑張っています。 会員獲得は、都筑区広報に掲載していただいたり、募集用チラシを区役所においてもらったり、区役所からの資金応援を得

て講習会を開催したり、ＪＡＲＬ会員名簿より都筑区在住者をピックアップ入会案内書送付もしました。 その他イベント毎に新聞社やタウンペ

ージに記事として取り上げてもらい、協力会の知名度アップに向けて地道に努力しています。 

都筑区 支部長 ＪＲ１ＮＶＷ 斉藤文三 



 

横浜市アマチュア無線非常通信協力会 設立経緯・年表 

副会長 森本邦彦 ＪＡ１ＣＧＣ 寄稿 

 

昭和27年アマチュア無線再開以降「横浜クラブ」は神奈川県非常通信協

議会に加盟年1回の訓練に参加していた。 

昭和46年４月１日 飛鳥田横浜市長より、災害時に於けるアマチュア無

線家の協力依頼が、文書により横浜クラブ（ＪＡ１ＢＺ）林会長宛てに

届く。 

前年ロス・アンジェルスに大地震が発生し横浜市職員を派遣、現地にて

アマチュア無線家による非常通信が有効との報告を受け、ＪＡＲＬに問

い合わせ横浜を代表する横浜クラブに依頼する。横浜クラブは依頼を受

けたが、担当窓口が判明せず対応に困惑する。 

横浜市には、災害時に即応する危機管理体制が十分になく、市長は消防

局に災害対策を指示。 
昭和46年６月１日 横浜市役所 総務局に災害対策室発足、災害対策室

長より横浜クラブ会長宛てに再度協力要請文書が届く。 

横浜クラブ役員数名が災害対策室との協力方法を数回にわたり協議す

る。 
消防局は、違法無線局（ＣＢ）団体と災害時の協力を話し合っていたの

で、横浜クラブは再三抗議し協定の締結を阻止した。 

９月２６日（日）午前１１時より レストラン ハングリータイガー関

内店にて、第１回 非常災害時のアマチュア無線家による協力会議を開

催する。 
横浜市内１４区に、区単位に支部設立準備をする。 

既存の地域クラブ、または代表的な組織に支部の設立を依頼する。 

当日参加された代表者 
横浜西クラブ     ＪＨ１ＡＤＬ 大竹道郎    
横浜保土ヶ谷クラブ  ＪＡ１ＸＥＡ 木村猛  

瀬谷クラブ      ＪＡ１ＩＺ  竹内正弘    

希望が丘クラブ    ＪＡ１ＤＳＪ 水落孝一 
鶴見クラブ      ＪＡ１ＯＨＣ 村井忠憲    

横浜南クラブ     ＪＡ１ＫＮＬ 宮田幸一 
金沢クラブ      ＪＡ１ＲＧＬ 石崎栄一    

元町クラブ      ＪＨ１ＢＵＯ 小暮明 
戸塚ペンギンクラブ  ＪＨ１ＡＤＺ 浅沼志満男 

神奈川まんなかクラブ 
グリーンクラブ    ＪＡ１ＣＧＢ 犬塚      

クレイジークラブ   ＪＡ１ＣＹＣ 
神歯ハムクラブ    ＪＨ１ＪＺＬ        

ボーイスカウト横浜  ＪＨ１ＪＺＭ 
関学ハム部      ＪＨ１ＲＸＪ 
地域クラブが存在しない区は、横浜クラブが中心となり支部設立の準備

をする。 

神奈川クラブ・旭クラブ・磯子クラブの設立に協力する。 

区内の局全員に趣意書を送付、参加を依頼。 
１２月 １４区に代表地域クラブ設立完了 第１回地域クラブ代表者

会議を開催。 

 

 

非常災害発生時のアマチュア無線の協力体制を検討する。 
数回代表者会議を開催  名称「横浜市アマチュア無線非常通信協力会」

に決定横浜市役所を本部とし市役所クラブ及び横浜クラブが担当する。 

地域クラブは、区を代表し支部と称す。 
昭和47年４月２５日「横浜市アマチュア無線非常通信協力会」発足、保

土ヶ谷公会堂にて約２００名が参加、会長に横浜クラブ会長 林一太郎

氏（ＪＡ１ＢＺ）就任、本部理事は、横浜クラブ及び市役所クラブの役

員が就任した。 
4月20日市役所にて横浜市長飛鳥田一雄 横浜市アマチュア無線非常通

信協力会会長林一太郎により協定を締結する。 

これにより災害時に協力し被害を被った場合の補償関係が成立する。 
会員証の発行と市長より会員に委嘱状発行。 
協力会設立準備にかかわる全ての経費は、横浜クラブ会員の会費でまか

なわれた。 
第２回総会開催４９年６月２３日午後２時より磯子区公会堂で開催 
昭和49年各区役所にクラブ局開局（１４４ＭＨｚ帯無線機アンテナ完備 

区役所総務課に設置） 
昭和50年8月会員名簿発行  

昭和61年栄区支部、泉区支部発足 
平成4年 林一太郎（ＪＡ1ＢＺ）会長死去により副会長西山藤一郎氏（Ｊ

Ａ１ＯＢＹ）会長に就任。 
平成6年3月 無線機整備完了、新区も区役所完成と共に無線機整備完

了 会報会員名簿発行 
平成6年12月都筑区支部、青葉区支部発足し１８支部となる。 
平成7年8月 無線機整備完了、新区も区役所完成と共に無線機整備完

了。 

                                

現況報告 支部長 会員数 Ｈ１５．０６．２４現在 

鶴見区   ＪＨ１ＳＵＭ 堀川 勝次  ３８名 

神奈川区  ＪＦ１ＢＮＡ 安藤 和男  ４９名 

西区    ＪＡ１ＡＬＮ 千石 明   ３１名 

中区    ＪＥ１ＥＳＮ 佐藤 通雄  １５名 

南区    ＪＪ１ＡＫＢ 山田 幸一  ６５名 

港南区   ＪＡ３ＣＢＳ 佐野 和義 １１４名 

保土ヶ谷区 ＪＫ１ＤＲＭ 太田 稔   ２５名 

旭区    ＪＡ１ＳＫＹ 宮本 尚   ７７名 

磯子区   ＪＯ１ＥＫＦ 安池 清   ３４名 

金沢区   ＪＡ１ＨＱＨ 安田 和彦  ２８名 

港北区   ＪＭ１ＢＰＧ 浅利 信蔵  ４５名 

都筑区   ＪＲ１ＮＶＷ 斉藤 文三 １２０名 

緑区    ＪＡ１ＵＶＳ 鈴木 智夫  ４４名 

青葉区   ＪＫ１ＭＶＲ 塚  一男  ３１名 

戸塚区   ＪＧ１ＧＱＨ 渡辺 潤   ４３名 

栄区    ＪＧ１ＵＡＥ 宇田川 淳  ２６名 

泉区    ＪＦ１ＸＢＱ 川畑 正司  ３５名 

瀬谷区   ＪＲ１ＶＹＷ 小島 陽   ２８名 合計８４８名 

編 集 後 記    会員の皆様、暑中お見舞い申し上げます。    

総会で、会議の詳報などの情報を優先せよとの要望がありました。出来るだけ多くの情報を 

お伝えしようと思います。お気づきの所がありましたらどしどしお知らせ下さい。 

さて、創刊号は各支部長に１部ずつ配布し、それをコピ－し各支部会員に配布していただきま 

した。２号は広告収入にて全会員約８５０名分を一括印刷して配布する予定でしたが、総会に 

おいて広告掲載に関して一部の反対意見がありました。協力会の活性化の為には会報発行の重 

要性は大きいと思います。そして長期継続のために発行経費の捻出は今後の大きな課題であり、 

当面はいろいろと模索し、より良い形にしていきたいと考えています。さて、会の主たる協力 

である避難所の通信に関わる人数を計算してみました。仮に、１避難所で非常通信を実施する 

場合、１日２名で３交代したとして、３日間で延べ１８名が必要です。１区で避難所２５カ所 

として延べ人数約４５０名、市内１８区でなんと８０００名強の延べ人数になりました。もち 

ろん、各地からの応援もあるでしょうが、大変な協力体制となりそうです。 

 

 

 

左から中澤、斉藤、片山、丸山の編集部

員、２号が編集終了しホットしています。 


